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出題意図 

 

― 専門基礎科目Ⅰ ― 

有機化学，有機合成および高分子合成化学を題材にして、それらの基礎的内容および理解

度を問う問題である。各大問の出題意図は以下のとおり。 

大問１： 有機化学の基礎的事項に関する理解度を評価するために，混成軌道，塩基性度，

立体化学，共鳴に関する構造や説明を問うた。 

大問２： 有機合成化学に対する理解度を評価するために，酸化反応，還元反応，ヒドロホ

ウ素化反応，Grignard 反応，および芳香族求電子置換反応における生成物の化

学構造式を問うた。 

大問３： 高分子合成化学の基礎理解を評価するために，重縮合生成物を与えるモノマー構

造式の記述，重合反応における平均重合度および反応度に関する問題，さらに

種々のモノマーに適した重合開始剤を問うた。 

 

 

― 専門基礎科目Ⅱ ― 

 物理化学の基礎学力を問う問題である。各大問の出題意図は以下のとおり。 

大問１： 状態変化にともなう熱力学量の変化についての理解度と、その数学的取り扱いに

関する能力を評価することを目的として出題した。 

大問２： 井戸型ポテンシャル中の粒子の運動におけるエネルギーや存在確率を求めさせ

て、量子化学の基礎事項についての理解度を問うことを目的とした。 

大問３： 気相反応における反応物と生成物のモル濃度変化や圧力変化から反応速度を調

べる問題を通して、化学反応速度論に関する基礎学力を問うた。 

 

 

― 専門基礎科目Ⅲ ― 

大問１： 全ての科学的分野で基礎となる次元解析の問題を通して、力学の基礎的な中心力

場中の回転運動について問うた。 

大問２： 電磁気学の基礎となる球対称性をもつ系に対する電場および電位の算出につい

て問うた。 

大問３： 波動現象に関して、進行波および定在波の基礎的な性質について問うた。 

 

 

― 専門基礎科目Ⅳ ― 

無機化学（分析化学[各種化学平衡]を含む）を題材にして、それらの基礎的内容及び理解

度を問う問題である。各大問の出題意図は、以下のとおり。 



大問１： 原子構造及び分子構造と結合に対する理解度を評価するために、原子軌道や分子

軌道等の波動関数や、d 電子をもつ金属錯体のエネルギー的安定性や電子配置に

関する問題を出題した。 

大問２： 酸と塩基に対する理解度を評価するために、酸・塩基反応及び酸性度の強弱に関

する問題を出題した。さらに、酸化と還元の理解度評価に対しては、プールベ図

の解釈及び金属酸化物の標準生成ギブスエネルギーの温度依存性に関する問題

を出題した。 

大問３： 固体の構造に対する理解度を評価するために、結晶の単位格子や対称性、並びに

固体の電子構造を問うた後に、これらの基礎的知見の応用として、金属や半導体

の状態密度や電気伝導性に関する問題を出題した。 

 

 

― 専門基礎科目Ⅴ ― 

大問１： 高分子物性と計測に関する基礎知識として、浸透圧、分子間相互作用、高分子の

形態について問うた。 

大問２： 立体規則性や平衡融点などの高分子の基本的な性質を理解しているかについて

問うた。 

大問３： 高分子材料に関する基礎知識として、平均分子量、基礎物性、および反応性につ

いて問うた。 

 

 

― 専門基礎科目Ⅵ ― 

生化学を題材にして、それらの基礎的内容および理解度を問う問題である。各大問の出題

意図は以下の通り。 

大問１： 酵素反応に対する理解度を評価するために、プロテアーゼによる基質ペプチドの

加水分解反応機構、酵素反応解析法、阻害剤の作動メカニズムに関する説明を問

うた。 

大問２： 生体分子や酵素の理解度を評価するために、糖を題材に、立体化学や表記法、構

造や物性、酵素の活性評価方法・酸化還元に関する基礎的知識を問うた。 

大問３： 核酸化学の基礎理解を評価するために、分子生物学セントラルドグマの中心事項

である転写に登場する分子の化学構造ならびに働きを問うた。また、分子生物学

で汎用される実験手法に関する理解を問う問題を出題した。 




